
 

国際港湾協会日本会議 令和７年(2025 年)度事業報告 

令和 7年（2025年）4月 1日から令和 8年（2026年）3月 31日までに行っ

た事業は、次のとおりであった。 

 

１．令和 7年（2025年）世界港湾会議への参加等 

世界港湾会議が以下のとおり開催された。 

１）開催日程 令和 7年（2024年）10月 7日（火）～9日（木） 

２）開催場所 神戸市 ホテルオークラ神戸 

３）参加者数 世界各国から約 650人が参加。日本からは 100名以上が参加し

た。 

４）世界港湾会議の報告 会議の概要を令和 8年（2026年）3月発行の IAPH

日本フォーラム第 66号に掲載した。 

５）日本会議の支援 日本会議事務局が参加するとともに、会議に出席する 

日本会議会員への諸般の支援を行った。 

 

２．第 27回（令和 7年度）国際港湾協会日本会議理事会の開催 

理事会を、次のとおり開催した。 

１）開催日 令和 7年（2025年）7月 8日（火） 

２）開催場所 ベイサイドホテル アジュール竹芝 16階「藤」 

３）議案内容 

議案―1 令和 6年度 事業報告 

議案―2 令和 6年度 収支決算及び監査報告 

議案―3 令和 7年度 事業計画 

議案―4 令和 7年度 収支予算 

議案―5 国際港湾協会日本会議役員の選任等、その他 

 

３．第 24回(令和 7年度)国際港湾協会日本会議総会の開催 

総会を、次のとおり開催した。 

１）開催日 令和 7年（2025年）7月 8日（火） 

２）開催場所 ベイサイドホテル アジュール竹芝 14階「天平」 

３）議案内容 

議案―1 令和 6年度 事業報告 

議案―2 令和 6年度 収支決算及び監査報告 

議案―3 令和 7年度 事業計画 



議案―4 令和 7年度 収支予算 

議案―5 国際港湾協会日本会議役員の選任等、その他 

４）講演 

  ・国際港湾協会の最近の動向 国際港湾協会 事務総長 古市 正彦 

  ・カーボンニュートラルポート（CNP）の形成に関する施策の動向 

   国土交通省港湾局 産業港湾課国際企画室長 金丸 佳介 様 

 

４．IAPH日本セミナーの開催 

１）国際港湾協会協力財団と共催による IAPH日本セミナーの開催 

ア 日時 令和 7年（2025年）7月 8日（火）15：00～17：30 

 イ 場所 アジュール竹芝 14階「天平」 

ウ プログラム 

・開会挨拶 公益財団法人国際港湾協会協力財団 大𦚰𦚰 崇 会長 

・来賓挨拶 国土交通省 港湾局長 安部 賢 様 

・LA/LB港における水素駆動型コンテナ荷役機械とその水素供給 

 （株）三井 E&S成長事業推進事業部 部長補佐 技術開発グループ長 

    市村 欣也 様 

  ・横浜港における CNP形成の推進と電気運搬船によるグリーン電力の送電

の実現 

   （株）海上パワーグリッド 取締役 佐藤 直紀 様 

  ・Jブルークレジットが繋ぐブルーカーボンプロジェクトと海運・港湾の

脱炭素化 

   ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 理事長 桑江 朝比呂 様 

  ・2025年 IAPH世界港湾会議・神戸総会のご案内 

   神戸市港湾局 副局長 和泉 智久 様 

   

５． 機関誌「IAPH日本フォーラム」の発行 

１）IAPH日本フォーラム第 64号  

ア 発行月 令和 7年（2025年）7月 

イ 掲載内容 

・巻頭言「沿岸技術の国際展開」 

一般財団法人 沿岸技術研究センター（CDIT）理事長 宮﨑 祥一 

・国際港湾協会の最近の活動 国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

・寄稿 「稼げるまち」の成長エンジンとしての北九州港 

 北九州市港湾空港局長 倉富 樹一郎 

・Ports & Harbors（2024年 9月 10月号及び 2024年 11月 12月号） 



 掲載文献の紹介（11編） 

 

２）IAPH日本フォーラム第 65号 

ア 発行月 令和 7年（2025年）11月 

イ 掲載内容 

・巻頭言「IAPHへの期待」 

一般財団法人 国際臨海開発研究センター理事長 三宅 光一 

・国際港湾協会の最近の活動  国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

・令和 7年度第 24回総会報告 国際港湾協会日本会議事務局長 山本 忍 

   ・寄稿「北東アジアゲートウェイ 境港」 

境港管理組合港湾管理委員会事務局事務局長 岩下 久展 

   ・Ports & Harbors（2025年 1月 2月号及び 2025年 3月 4月号） 

    掲載文献の紹介（12編） 

 

３）IAPH日本フォーラム第 66号 

ア 発行月 令和 8年（2026年）3月 

イ 掲載内容 

  ・巻頭言「IAPH の原点」 

国土交通省港湾局 産業港湾課国際企画室長 金丸 佳介 

  ・国際港湾協会の最近の活動 国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

  ・World Ports Conference 2025報告 

国際港湾協会日本会議事務局長 山本 忍 

    ・IAPH技術委員会での最近の取組み 

国際港湾協会事務局次長 白井 正興 

  ・寄稿「日本のコンテナターミナルの将来像を見据えて」 

   名古屋四日市国際港湾株式会社代表取締役社長 吉田 毅 

・Ports & Harbors（2025年 5月 6月号及び 2025年 7月 8月号） 

   掲載文献の紹介（12編） 

 

６．IAPH本部事務局活動への支援強化、その他 

IAPH日本会議は、World Ports Conference 2025・神戸総会での支援等、

様々な形で IAPH本部事務局活動を支援した。国際港湾協会協力財団と共同で

セミナー共催など、各種活動の連携を強めた。 


